
災害の危機にどう備えるか
地震と津波について 校長 永野 俊也

甑島は文献上、大きな地震や津波による被害の記録は残っていません。ただそれで安全と言えるの

でしょうか？ 現在創立 150 周年記念誌の編纂を行っており、多くの文書に目を通していますが、気
になる文章が目に留まりましたのでご紹介いたします。

ぼくが３年の時、地しんが起こった。その日は、朝から雪が降っていた。１時間目が始まった時、「ド

ーン。」という音がしたと思ったら教室がゆれだし、後ろにかざってある物が、ゆかに落ちたり、スピ

ーカーが落ちたりした。道には地割れがし、校舎にはひびがはいっていた。

地しん ６年 松本太佳司 昭和 47年３月 詩文集 たまいし より

この文章から、昭和 44 年頃甑島で大きな地震があったことが分かります。さらにいろいろ調べてい
くと、最近になり甑島近辺にも活断層があることが分かってきているというのです。

「甑区間は、推定される活動時の地震規模がM7.5
程度と大きいうえ、上下方向のずれを伴う沿岸海域の

活動層であることから、津波の発生を検討する必要が

ある。」

地震調査研究推進本部 地震調査委員会

平成 25年２月１日 「甑断層帯の長期評価」より

また以前、薗中公民館で行われた防災講話では、大

学の専門家より、次のような話がなされたそうです。

「～少ないながらも可能性として、天草・島原方面で

発生した地震に伴う津波が到達する場合、到達時間は

最短で 16分、津波の高さは最大で 16mが予測される」

この方面の災害歴も調べてみましたが、1792 年に
雲仙岳噴火地震・津波により周辺各県の死者は１万５

千人に達したそうです･･･。

津波は深いところではジェット機並の速度で伝わりますが、浅いところに来ると速度が落ち、後か

ら来る波が追いつき重なり高さを増していきます。天草方面で津波が発生した場合、里には西の浜方

向から侵入することになります。西の浜の海は、北西に向いたリアス式で遠浅の湾です。津波のエネ

ルギーは増幅されて襲ってくると考えなければなりません。また、甑断層帯がはじけるとすれば、東

の浜からですが、この場合は地震発生後、すぐに津波が襲ってくると考えた方がよいのではないでし

ょうか。

それから津波の高さについてですが、発表される高さは海岸線における高さです。これが陸に ↑
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上がった場合、遡上高といい地形により左右されますが、一般的に津波の高さの２～４倍

に達すると言われています。これらの状況を踏まえ、里小学校では次のようなガイドライ

ンを作成しました。

１ 津波警報が発令された際、学校の対応

【一次避難場所 一の段（学校裏山） 標高 21ｍ】
【二次避難場所 牟礼山裾（距離約 600m） 標高 32ｍ以上】
① 1m未満の場合、学校待機
② 1m ～ 10ｍ 一次避難所へ避難

③ 11m ～ 15ｍ 津波到達予想時刻が 20分以上ある場合は、二次避難所へ避難
時間確保ができない場合は、一次避難所へ避難

④ 16ｍ以上 原則二次避難所とするが、津波到達予想時刻が 20分以内の場合
管理職判断で一次避難場所とする場合もある。

幼稚園は、小学校より低い位置にあるので、1m 以内
であっても、小学校もしくは一の段への避難を行います。

また、二次避難所への移動は教職員の車両を活用します。

避難完了後、保護者への連絡は、携帯のネットワー

ク回線を使い、安心メールもしくはブログにて可能な

限り状況をお伝えいたします。

なお、今回避難経路を実地調査した際、地震による

崩落危険箇所があることも確認しました。

各家庭におかれましても、いざという時、家からの

避難場所や避難経路など確認をし、備えていただけれ

二次避難場所 ばと思います。 心構えを持つことは、それだけでも

リスクをさげることにつながると思います。

＊里小校舎は H22年に耐震工事が完了しています。

１日（木）人権旬間
～１４日（水）
２日（金）人権教室
６日（火）中期ふるコミュ発表会

（５・６年）
７日（水）委員会活動
８日（木）持久走大会

かのこゆり号来校
学級ＰＴＡ 学校保健委員会

９日（金）食に関する指導（３年）
１０日（土）土曜授業日
１４日（水）クラブ活動

学校運営協議会（里中）
２３日（金）終業式 大掃除
２４日（土）～ 冬休み
～１月９日（月）

１１月１日（火）～４日（金）は、

「かごしまの教育」県民週間でした。

県民週間期間は、保護者の方々だけ

でなく、普段来校機会の少ない地域の

方々にも多数、参観いただきました。

たくさんの方々に参観いただき、子供

たちも張り切って学習に取り組んでい

ました。お忙しいところ御参観いただ

き、有り難うございました。



【かわなべ青の俳句大会】
○鹿児島県知事賞 ６年 石原 航介 さん

【トンボロ芸術村コンテスト】
【絵画の部】

○ 銅賞 ３年 池田 妃寿 さん

○ 甑島振興局長賞 ４年 東 結音 さん

○ ＮＨＫ鹿児島放送局賞 ６年 下瀬 弥生 さん

【書道の部】

○ 里文化協会長賞 ６年 馬場 結 さん

○ 入選 ５年 辻 希果 さん

○ 佳作 １年 橋口 心咲 さん

○ 佳作 ３年 池田 妃寿 さん

○ 佳作 ４年 庵地 琴晴 さん

○ 佳作 ５年 塩田 瑞歩 さん

○ 佳作 ５年 西薗 彩里 さん

○ 佳作 ４年 久保田 羽海 さん

○ 佳作 ６年 梶原 詩音 さん

○ 佳作 ６年 原田 梨央 さん

【俳句の部】

○ 金賞 ６年 西川 妃華 さん

○ 銅賞 ３年 池田 妃寿 さん

○ 薩摩川内市文化協会長賞 ５年 辻 希果 さん

○ 入選 ６年 梶原 詩音 さん

１０月２７日（木）、５・６年生は、市の陸上記録会に参加しました。

これまで記録会に向け、朝の時間、体育の時間、放課後の時間等を使って、一生懸命記録更新

に向け、努力を重ねてきました。

波や天候を心配しましたが、大きなトラブルもなく、記録会本番にのぞむことができました。

記録会では、レベルの高い中、精一杯自分の力を出し切ったようです。この記録会までの練習

や本番で得たことを今後の生活に生かしてほしいです。

【５年女子１００ｍ走入賞】
４位 小川 千咲 記録１５秒８２


